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西大和配水池施設を視察

問い合わせ 河合町議会事務局 電　話：0745-57-0200（内線 311）　FAX：0745-57-1711　
メール：gikai@town.kawai.nara.jp

詳しい日程は、決定しだいホームページに掲載いたします。
次の議会は9月定例会を予定しています。 河合町議会公式

ホームページから
ご覧いただけます

　中山田池公園内に新たに憩いの場として、ベンチ、健
康遊具などが設置されており、子どもから大人まで幅広
く遊べる場所になっています。
　地下には貯水量1,740トンのタンクが埋設され、震災
などの断水時には応急給水場として利用できる施設であ
ることを確認しました。

やまとECOクリーンセンター・リサイクルセンター視察

　河合町含む１０市町村で設立された、山辺・県北西部広域環境衛生組合が運営するやまとECOクリーンセン
ターと、河合町参入未定のやまとECOリサイクルセンターの視察を行いました。
　クリーンセンターは、ごみの焼却により発生する熱を利用し発電気を施設内利用、余電気を売電するエネルギー
回収型廃棄物処理施設。河合町は令和７年１０月より搬入焼却します。（一部５月中旬より緊急搬入焼却中）
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 河合町議会令和７年第１回（５月）臨時会
5月  2日(金)　議会運営委員会
5月  9日(金)　本会議

11時00分
10時00分

 河合町議会令和７年第２回（６月）定例会
5月29日(木)　議会運営委員会
6月  6日(金)　議会運営委員会
　　　　　 　本会議(初日)
6月11日(水)　一般質問
6月12日(木)　一般質問
6月13日(金)　総務文教常任委員会
　　　　　 　厚生建設常任委員会
6月18日(水)　議会運営委員会
　　　　　 　本会議(最終日)

11時00分
9時30分
10時00分
9時30分
9時30分
10時00分
13時30分
9時30分
10時00分

議会の動き

議席
番号 ⑪ 岡田康則 議員
議席
番号 ⑤ 中山義英 議員
議席
番号 ① 杦本貴司 議員
議席
番号 ③ 梅野美智代 議員
議席
番号 ④ 佐藤利治 議員

議席
番号 ⑩ 馬場千惠子 議員
議席
番号 ② 常盤繁範 議員
議席
番号 ⑦ 長谷川伸一 議員
議席
番号 ⑥ 坂本博道 議員
議席
番号 ⑨ 大西孝幸 議員

各議員の 一 般 質 問
令和７年

６月１１～１２日 定例会

質
問
一
覧
／
河
合
第
一
小
学
校

ここが知りたい!!

子ども議会開催

議会の録画配信は、
本会議の様子も
配信しております。▲▲▲

初日
▲▲▲
最終日

　議場にて、第一小学校１０グループ、第二小学校１２
グループに分かれて、町について率直な意見や提案が活
発に出されました。
　子ども議会議員の声をしっかり受け止
めて、町長、副町長、教育長が答弁さ
れていました。
　尚、小学校社会科の授業として、約
２０年ぶりに行われました。

議会後に直撃インタビュー

グループ名 質問事項
白ご飯
そら豆
三ツ星
まりりり
ネモフィラ

アレルギーの代替給食の復活を提案
屋内で遊べる宿泊施設を作ってほしい
公園の草を綺麗に刈って、子どもが遊びやすい公園にしてほしい
河合第三小学校の跡地の使い方について
河合町のイベントを増やし、SNSの有効利用を提案

グループ名 質問事項
ジョン・ハリントン
あそ・びば
部活
エルブ

おそらプール

公共のトイレを綺麗にしてほしい
河合町に大きい遊び場を作ってほしい
中学校の部活を増やしてほしい
通学路に生えている草を刈ってほしい
町民プールを作ってほしい

質
問
一
覧
／
河
合
第
二
小
学
校

グループ名 質問事項
町のあかりをともそう

ごみ排除
われら遊具を設置する

二中革命軍
河合町バズらせたい
やる気・元気

大輪田駅周辺に街灯を設置してほしい
ごみの回収場所強化を提案
学校に遊具を増やしてほしい
河合第二中学校の外観と内装を綺麗にしてほしい
SNS映えするお店を増やしてほしい
豆山の郷の有効活用について

グループ名 質問事項
くらげ
B6

HAPPY４
おっとっと
二中のカベ
MKUT５

部活動の選択肢について
赤田池公園でボールや自転車を使えるようにしてほしい
公園の遊具を増やしてほしい
道（歩道）を整えてほしい
二中のカベ（外壁）を綺麗にしてほしい
河合町の防災対策について

○グループでテーマを決め、みんなで学習し、発表出来て楽しかった。
○中学でも、このような経験が出来たらいいなぁーと思った。
○将来は町民みんなの代表となってこの場に戻ってきたい。
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 河合町議会令和７年第１回（５月）臨時会
5月  2日(金)　議会運営委員会
5月  9日(金)　本会議

11時00分
10時00分

 河合町議会令和７年第２回（６月）定例会
5月29日(木)　議会運営委員会
6月  6日(金)　議会運営委員会
　　　　　 　本会議(初日)
6月11日(水)　一般質問
6月12日(木)　一般質問
6月13日(金)　総務文教常任委員会
　　　　　 　厚生建設常任委員会
6月18日(水)　議会運営委員会
　　　　　 　本会議(最終日)

11時00分
9時30分
10時00分
9時30分
9時30分
10時00分
13時30分
9時30分
10時00分

議会の動き

議席
番号 ⑪ 岡田康則 議員
議席
番号 ⑤ 中山義英 議員
議席
番号 ① 杦本貴司 議員
議席
番号 ③ 梅野美智代 議員
議席
番号 ④ 佐藤利治 議員

議席
番号 ⑩ 馬場千惠子 議員
議席
番号 ② 常盤繁範 議員
議席
番号 ⑦ 長谷川伸一 議員
議席
番号 ⑥ 坂本博道 議員
議席
番号 ⑨ 大西孝幸 議員

各議員の 一 般 質 問
令和７年

６月１１～１２日 定例会

質
問
一
覧
／
河
合
第
一
小
学
校

ここが知りたい!!

子ども議会開催

議会の録画配信は、
本会議の様子も
配信しております。▲▲▲

初日
▲▲▲
最終日

　議場にて、第一小学校１０グループ、第二小学校１２
グループに分かれて、町について率直な意見や提案が活
発に出されました。
　子ども議会議員の声をしっかり受け止
めて、町長、副町長、教育長が答弁さ
れていました。
　尚、小学校社会科の授業として、約
２０年ぶりに行われました。

議会後に直撃インタビュー

グループ名 質問事項
白ご飯
そら豆
三ツ星
まりりり
ネモフィラ

アレルギーの代替給食の復活を提案
屋内で遊べる宿泊施設を作ってほしい
公園の草を綺麗に刈って、子どもが遊びやすい公園にしてほしい
河合第三小学校の跡地の使い方について
河合町のイベントを増やし、SNSの有効利用を提案

グループ名 質問事項
ジョン・ハリントン
あそ・びば
部活
エルブ

おそらプール

公共のトイレを綺麗にしてほしい
河合町に大きい遊び場を作ってほしい
中学校の部活を増やしてほしい
通学路に生えている草を刈ってほしい
町民プールを作ってほしい

質
問
一
覧
／
河
合
第
二
小
学
校

グループ名 質問事項
町のあかりをともそう

ごみ排除
われら遊具を設置する

二中革命軍
河合町バズらせたい
やる気・元気

大輪田駅周辺に街灯を設置してほしい
ごみの回収場所強化を提案
学校に遊具を増やしてほしい
河合第二中学校の外観と内装を綺麗にしてほしい
SNS映えするお店を増やしてほしい
豆山の郷の有効活用について

グループ名 質問事項
くらげ
B6

HAPPY４
おっとっと
二中のカベ
MKUT５

部活動の選択肢について
赤田池公園でボールや自転車を使えるようにしてほしい
公園の遊具を増やしてほしい
道（歩道）を整えてほしい
二中のカベ（外壁）を綺麗にしてほしい
河合町の防災対策について

○グループでテーマを決め、みんなで学習し、発表出来て楽しかった。
○中学でも、このような経験が出来たらいいなぁーと思った。
○将来は町民みんなの代表となってこの場に戻ってきたい。
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納
税
や
軽
自
動
車
税
が
使
え
れ
ば
、
税
金

の
使
用
が
明
確
に
な
り
、
ま
た
、
予
算
が

不
足
す
る
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
こ
と

に
よ
り
、
安
心
安
全
な
町
で
新
し
い
住
民

が
少
し
ず
つ
で
も
増
加
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
ま
し
て
は
、

ほ
か
の
自
治
体
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
に
使
用

さ
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
ご
ざ
い
ま

す
。
河
合
町
の
使
用
用
途
と
し
ま
し
て
も
、

防
犯
カ
メ
ラ
に
使
う
こ
と
は
可
能
と
考
え

て
お
り
ま
す
。　　
　
　
（
政
策
調
整
課
長
）

　
　

軽
自
動
車
税
を
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

す
る
財
源
に
充
て
て
い
る
例
と
い
う
の
は
、

承
知
し
て
い
ま
せ
ん
。
軽
自
動
車
税
は
目

的
税
で
は
無
い
の
で
、
町
の
様
々
な
事
業

の
財
源
と
し
て
広
く
充
当
さ
れ
て
い
る
現

状
が
有
り
ま
す
の
で
、
ほ
か
の
事
業
へ
の

影
響
等
を
踏
ま
え
た
上
で
検
討
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。　　
　
　
（
総
務
部
長
）

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
、
配
分
に

つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
議
論
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

は
今
後
、
各
自
治
会
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

係
る
問
題
、
地
域
住
民
の
方
の
理
解
も
必

要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
様
々
な
配
分
を

考
え
て
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
子
供
の
安
心
・
安
全
の

た
め
に
は
し
っ
か
り
と
防
犯
を
、
犯
罪
を

抑
止
す
る
、ま
た
、今
、議
員
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
に
、
こ
の
カ
メ
ラ
で
様
々
な
事
件

も
解
決
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
承

知
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
ま
た
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

　
　

  

（
町
長
）

　

安
心
・
安
全
と
、
教
育
の
河
合
町
の
思

い
で
一
般
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

町
の
防
犯
カ
メ
ラ
へ
の
対
策
の
進
捗

状
況
と
安
全
対
策
に
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た

ふ
る
さ
と
納
税
と
軽
自
動
車
税
を
使
う
事

は
出
来
ま
せ
ん
か
？

　
　

町
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
公
共
施
設
及
び
各
駅
前
に

設
置
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
通
学
路
に
つ

き
ま
し
て
は
、
役
場
庁
舎
前
と
池
部
駅
前
、

大
輪
田
駅
前
の
３
か
所
に
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
よ
り
補
助
事
業
を
通
じ
ま

し
て
地
域
の
安
全
確
保
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。（

総
務
部
長
）

　
　

自
治
会
等
が
設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ

の
補
助
額
は
設
置
費
の
２
分
の
１
で
ご
ざ

い
ま
す
。
上
限
は
20
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
自
治
会
等
が
設
置
す
る
設
置
費
が

例
え
ば
40
万
円
で
あ
れ
ば
上
限
20
万
円
、

30
万
円
で
あ
れ
ば
15
万
円
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
令
和
７
年
度
予
算
は
昨
年
と
同
額

で
60
万
円
で
す
。　
　

  

（
危
機
管
理
課
長
）

　
　

自
治
会
へ
の
補
助
事
業
予
算
で
あ
る

60
万
円
に
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
ふ
る
さ
と

問問 答答

答答答

安
全
対
策
に
寄
与
で
き
る
防
犯

カ
メ
ラ
に
つ
い
て

透
し
て
い
く
助
力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
町
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
活
動
に
つ
い
て
は
、
当
課

も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

子
育
て
環
境
の
整
備
に
お
い
て
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
な
あ
そ
び
場
（
公
園
）

の
充
実
は
大
き
な
柱
の
ひ
と
つ
で
す
。「
中

山
田
池
公
園
」
の
坂
路
は
整
備
さ
れ
、
ベ

ン
チ
や
階
段
等
の
改
修
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
が
、「
赤
田
池
公
園
」
の
遊
具
等
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

赤
田
池
公
園
に
は
、
複
合
遊
具
と
砂

場
、ブ
ラ
ン
コ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、平
日
・

休
日
を
問
わ
ず
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
公
園
施
設
の
経
年
劣
化

が
進
ん
で
お
り
、
今
後
は
、
更
新
や
大
き

な
改
修
の
実
施
を
予
定
し
お
り
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

現
在
、
第
１
中
学
校
に
つ
い
て
、
雨

漏
り
等
の
建
物
の
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

長
寿
命
化
計
画
で
は
、
第
１
中
学
校

の
改
築
工
事
が
迫
っ
て
き
て
お
り
、
今
年

度
、
再
編
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
の

内
容
を
踏
ま
え
て
検
討
し
ま
す
。

（
教
育
総
務
課
長
）

　
　

昨
年
度
新
設
し
た
「
観
光
振
興
課
」

で
は
、
町
の
観
光
P
R
を
大
阪
・
関
西
万

博
を
は
じ
め
多
く
の
機
会
を
通
じ
て
行
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
今
後
の
ま
ち
の
観
光
戦

略
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

課
の
新
設
か
ら
１
年
度
が
経
過
し
ま

し
た
。
現
在
「
御
墳
印
帖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
町
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
や

リ
ピ
ー
ト
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

観
光
ル
ー
ト
と
し
て
、
隣
接
町
と
連
携
し

た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
を

W
E
S
T
N
A
R
A
と
構
築
し
て
い
ま
す
。

「
大
和
の
黒
豆
K
A
W
A
I
B
L
A
C
K
」

に
つ
い
て
も
、
J
A
F
や
子
ど
も
会
連
合

会
と
初
め
て
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
「
出
店
し
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
、
生
活
環
境
へ
の
影
響
に
配
慮

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

子
育
て
世
代
か
ら
の
提
案
で
、
子
ど

も
た
ち
の
町
へ
の
愛
着
、
郷
土
愛
を
深
め

る
た
め
、
町
の
歴
史
遺
産
「
廣
瀬
大
社
」

を
題
材
に
し
た
絵
本
づ
く
り
が
企
画
さ
れ

て
い
る
が
、
町
と
し
て
の
お
考
え
を
お
聞

き
し
ま
す
。

　
　

廣
瀬
大
社
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
浸

ま
す
。
町
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
空

家
対
策
の
取
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　

空
家
解
消
の
た
め
に
「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、
空
家
全
般
の

流
通
や
利
活
用
の
推
進
も
図
っ
て
い
く
こ

と
。　　
　
　
　
　
　
（
生
活
環
境
部
次
長
）

　
　
「
活
用
可
能
な
空
家
」
や
「
所
有
者
が

活
用
の
意
向
を
示
し
て
い
る
空
家
」
に
対

し
て
は
、
空
家
の
流
通
や
利
活
用
を
促
進

す
る
た
め
、
町
と
専
門
家
が
集
ま
っ
た
新

た
な
「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
の
構
築
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
町
の
考
え
は
。

　
　

行
政
だ
け
で
は
十
分
対
応
で
き
て
い

な
い
流
通
や
利
活
用
の
促
進
も
含
め
た
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
司

法
書
士
や
建
築
士
な
ど
様
々
な
専
門
家
が

集
ま
っ
た
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
設

置
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。　　
（
副
町
長
）

　
　

空
家
の
解
消
に
は
、
行
政
の
力
だ
け

で
は
限
界
が
あ
り
、
地
域
住
民
の
力
を
借

り
る
事
も
解
決
手
段
の
１
つ
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
空
家
は
、
自
治
会
な
ど

が
地
域
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
困
っ
て
い

る
隣
人
を
地
域
み
ん
な
で
支
え
合
う
と
い

う
「
共
助
」
の
仕
組
み
作
り
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
町
は
そ
う
い
っ
た
仕
組
み
作
り

を
ど
の
よ
う
に
考
え
、ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
き
ま
す
か
。

　
　

空
家
問
題
は
、
地
域
の
方
々
の
協
力

や
支
え
合
い
で
解
決
に
向
か
う
ケ
ー
ス
も

あ
る
の
で
、
今
後
は
「
共
助
」
の
精
神
を

高
め
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
の
方
々
と

協
働
で
空
家
対
策
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
副
町
長
）

　

空
家
が
増
え
る
と
い
う
事
は
、
そ
の
地

域
に
住
む
人
が
減
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
賑
い
が
低
下

し
、
町
の
魅
力
が
大
き
く
低
下
す
る
原
因

に
な
り
ま
す
。

　
　

令
和
7
年
3
月
末
時
点
で
の
空
家
の

件
数
は
。

　
　

3
7
7
件
。　　
（
生
活
環
境
部
次
長
）

　

空
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
及
び
空
家
相
談

会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
さ
ら
に
民
間
会

社
等
と
連
携
し
た
空
家
の
売
却
。

　
　

空
家
を
巡
る
問
題
の
ほ
と
ん
ど
は
、

所
有
者
が「
悪
」で
近
隣
住
民
は「
被
害
者
」

と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

空
家
問
題
は
、
所
有
者
が
自
分
の
問
題
と

し
て
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
が
、
所
有
者

自
身
も
、
空
家
の
管
理
や
活
用
方
法
に
つ

い
て
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
事
が
多
い
で

す
。
又
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
し
か
住
ん

で
い
な
い
持
ち
家
の
世
帯
で
は
、
空
家
に

な
っ
た
場
合
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
多
数
お
ら
れ
る

の
で
、
空
家
相
談
会
や
空
家
セ
ミ
ナ
ー
に

は
、
よ
り
一
層
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
り

問問

問問

答答 問問

答

河
合
町
に
お
け
る
今
後
の

観
光
戦
略
に
つ
い
て

子
育
て
世
代
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち

の
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

空
家
解
消
に
向
け
た
現
在
の

取
組
み
状
況
に
つ
い
て

空
家
問
題
に
つ
い
て

答答答

杦本　貴司
議員

すぎもと            たかし

答答 問問

岡田　康則
議員

おか　だ　　　 やす のり

中山　義英
議員

なか やま        よし ひで

で
す
か
。

　
　

ネ
ッ
ト
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
提

案
に
つ
い
て
実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。　　
　
　
　
　
　
（
福
祉
部
長
）

　
　

子
ど
も
の
声
と
し
て
、
町
立
公
民
館

に
子
ど
も
達
が
自
主
学
習
で
き
る
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
希
望
し
て
い
る
が
実

施
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
子
ど
も
の
意
見

を
聴
く
場
と
し
て
も
子
ど
も
議
会
の
実
施

の
計
画
を
問
う
。

　
　

夏
休
み
期
間
に
一
室
を
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
無
料
開
放
す
る
方
向
で
進

め
て
い
ま
す
。
夏
休
み
後
は
土
、
日
又
は

放
課
後
の
開
放
を
含
め
て
利
用
状
況
を
鑑

み
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

子
ど
も
議
会
は
７
月
に
開
催
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
、
小
学
６
年
生
を
対
象
に

子
ど
も
議
会
を
開
催
し
、
子
ど
も
の
意
見

を
聞
く
機
会
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 

　

（
教
育
振
興
部
長
）

　
　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
体
制
と
し
て
子

育
て
健
康
課
と
保
健
セ
ン
タ
ー
を
豆
山
の

郷
内
に
設
置
し
、「
専
門
職
同
士
の
連
携
促

進
と
ケ
ー
ス
対
応
の
質
の
向
上
」「
地
域
の

子
育
て
・
福
祉
・
健
康
に
関
す
る
拠
点
化

と
暮
ら
し
の
安
心
感
の
提
供
」
が
見
込
ま

れ
る
と
思
う
が
、
相
談
窓
口
の
一
元
化
と

総
合
支
援
の
考
え
を
問
う
。

　
　

子
ど
も
の
相
談
を
さ
れ
る
場
所
は
大

事
で
あ
り
、
横
の
連
携
も
兼
ね
て
内
部
で

調
整
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。　
（
町
長
）

そ
の
他
「
学
童
保
育
の
民
間
委
託
に
つ
い

て
」
質
問
し
ま
し
た
。

　
　

本
町
と
し
て
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
政

策
」
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
認
識
し

て
い
ま
す
か
。

　
　

子
ど
も
を
社
会
の
中
心
に
据
え
、
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
を
優
先
的
に
考
え
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
子
ど
も
を
真
ん
中
に
置
き
出

産
支
援
や
子
育
て
支
援
の
充
実
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
、
障
が
い
児
支
援
の
強
化
、

教
育
環
境
の
整
備
、
不
登
校
支
援
等
を
関

係
各
課
で
連
携
し
て
事
業
の
推
進
を
行
っ

て
い
き
た
い
。　　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

　
　

施
策
立
案
や
実
施
に
お
い
て
、
子
ど

も
や
保
護
者
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　

子
ど
も
の
意
見
聴
取
は
出
来
て
い
な

い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
部
長
）

　
　

不
登
校
児
童
支
援
の
環
境
整
備
と
し

て
、
自
宅
で
授
業
を
受
け
る
事
の
体
制
づ
く

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
を
求
め
る
。

　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
う
体
制
は

整
っ
て
い
ま
す
。
各
学
校
に
周
知
し
、
対

応
す
る
よ
う
に
伝
え
ま
す
。

（
教
育
振
興
部
長
）

　
　

子
ど
も
が
意
見
を
発
信
で
き
る
場
に

つ
い
て
、
子
ど
も
の
意
見
を
聴
く
仕
組
み

づ
く
り
と
し
て
、
子
ど
も
意
見
箱
の
設
置

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
等
は
い
か
が

問問

問問問問
こ
ど
も
ま
ん
な
か
政
策
の
推
進
に
つ
い
て

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

答答答

答答答

梅野　美智代
議員

うめ   の            み    ち    よ
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納
税
や
軽
自
動
車
税
が
使
え
れ
ば
、
税
金

の
使
用
が
明
確
に
な
り
、
ま
た
、
予
算
が

不
足
す
る
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
こ
と

に
よ
り
、
安
心
安
全
な
町
で
新
し
い
住
民

が
少
し
ず
つ
で
も
増
加
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
ま
し
て
は
、

ほ
か
の
自
治
体
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
に
使
用

さ
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
ご
ざ
い
ま

す
。
河
合
町
の
使
用
用
途
と
し
ま
し
て
も
、

防
犯
カ
メ
ラ
に
使
う
こ
と
は
可
能
と
考
え

て
お
り
ま
す
。　　
　
　
（
政
策
調
整
課
長
）

　
　

軽
自
動
車
税
を
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

す
る
財
源
に
充
て
て
い
る
例
と
い
う
の
は
、

承
知
し
て
い
ま
せ
ん
。
軽
自
動
車
税
は
目

的
税
で
は
無
い
の
で
、
町
の
様
々
な
事
業

の
財
源
と
し
て
広
く
充
当
さ
れ
て
い
る
現

状
が
有
り
ま
す
の
で
、
ほ
か
の
事
業
へ
の

影
響
等
を
踏
ま
え
た
上
で
検
討
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。　　
　
　
（
総
務
部
長
）

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
、
配
分
に

つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
議
論
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

は
今
後
、
各
自
治
会
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

係
る
問
題
、
地
域
住
民
の
方
の
理
解
も
必

要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
様
々
な
配
分
を

考
え
て
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
子
供
の
安
心
・
安
全
の

た
め
に
は
し
っ
か
り
と
防
犯
を
、
犯
罪
を

抑
止
す
る
、ま
た
、今
、議
員
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
に
、
こ
の
カ
メ
ラ
で
様
々
な
事
件

も
解
決
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
承

知
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
ま
た
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

　
　

  

（
町
長
）

　

安
心
・
安
全
と
、
教
育
の
河
合
町
の
思

い
で
一
般
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

町
の
防
犯
カ
メ
ラ
へ
の
対
策
の
進
捗

状
況
と
安
全
対
策
に
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た

ふ
る
さ
と
納
税
と
軽
自
動
車
税
を
使
う
事

は
出
来
ま
せ
ん
か
？

　
　

町
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
公
共
施
設
及
び
各
駅
前
に

設
置
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
通
学
路
に
つ

き
ま
し
て
は
、
役
場
庁
舎
前
と
池
部
駅
前
、

大
輪
田
駅
前
の
３
か
所
に
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
よ
り
補
助
事
業
を
通
じ
ま

し
て
地
域
の
安
全
確
保
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。（

総
務
部
長
）

　
　

自
治
会
等
が
設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ

の
補
助
額
は
設
置
費
の
２
分
の
１
で
ご
ざ

い
ま
す
。
上
限
は
20
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
自
治
会
等
が
設
置
す
る
設
置
費
が

例
え
ば
40
万
円
で
あ
れ
ば
上
限
20
万
円
、

30
万
円
で
あ
れ
ば
15
万
円
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
令
和
７
年
度
予
算
は
昨
年
と
同
額

で
60
万
円
で
す
。　
　

  

（
危
機
管
理
課
長
）

　
　

自
治
会
へ
の
補
助
事
業
予
算
で
あ
る

60
万
円
に
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
ふ
る
さ
と

問問 答答

答答答

安
全
対
策
に
寄
与
で
き
る
防
犯

カ
メ
ラ
に
つ
い
て

透
し
て
い
く
助
力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
町
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
活
動
に
つ
い
て
は
、
当
課

も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

子
育
て
環
境
の
整
備
に
お
い
て
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
な
あ
そ
び
場
（
公
園
）

の
充
実
は
大
き
な
柱
の
ひ
と
つ
で
す
。「
中

山
田
池
公
園
」
の
坂
路
は
整
備
さ
れ
、
ベ

ン
チ
や
階
段
等
の
改
修
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
が
、「
赤
田
池
公
園
」
の
遊
具
等
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

赤
田
池
公
園
に
は
、
複
合
遊
具
と
砂

場
、ブ
ラ
ン
コ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、平
日
・

休
日
を
問
わ
ず
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
公
園
施
設
の
経
年
劣
化

が
進
ん
で
お
り
、
今
後
は
、
更
新
や
大
き

な
改
修
の
実
施
を
予
定
し
お
り
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

現
在
、
第
１
中
学
校
に
つ
い
て
、
雨

漏
り
等
の
建
物
の
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

長
寿
命
化
計
画
で
は
、
第
１
中
学
校

の
改
築
工
事
が
迫
っ
て
き
て
お
り
、
今
年

度
、
再
編
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
の

内
容
を
踏
ま
え
て
検
討
し
ま
す
。

（
教
育
総
務
課
長
）

　
　

昨
年
度
新
設
し
た
「
観
光
振
興
課
」

で
は
、
町
の
観
光
P
R
を
大
阪
・
関
西
万

博
を
は
じ
め
多
く
の
機
会
を
通
じ
て
行
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
今
後
の
ま
ち
の
観
光
戦

略
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

課
の
新
設
か
ら
１
年
度
が
経
過
し
ま

し
た
。
現
在
「
御
墳
印
帖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
町
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
や

リ
ピ
ー
ト
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

観
光
ル
ー
ト
と
し
て
、
隣
接
町
と
連
携
し

た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
を

W
E
S
T
N
A
R
A
と
構
築
し
て
い
ま
す
。

「
大
和
の
黒
豆
K
A
W
A
I
B
L
A
C
K
」

に
つ
い
て
も
、
J
A
F
や
子
ど
も
会
連
合

会
と
初
め
て
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
「
出
店
し
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
、
生
活
環
境
へ
の
影
響
に
配
慮

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

子
育
て
世
代
か
ら
の
提
案
で
、
子
ど

も
た
ち
の
町
へ
の
愛
着
、
郷
土
愛
を
深
め

る
た
め
、
町
の
歴
史
遺
産
「
廣
瀬
大
社
」

を
題
材
に
し
た
絵
本
づ
く
り
が
企
画
さ
れ

て
い
る
が
、
町
と
し
て
の
お
考
え
を
お
聞

き
し
ま
す
。

　
　

廣
瀬
大
社
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
浸

ま
す
。
町
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
空

家
対
策
の
取
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　

空
家
解
消
の
た
め
に
「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、
空
家
全
般
の

流
通
や
利
活
用
の
推
進
も
図
っ
て
い
く
こ

と
。　　
　
　
　
　
　
（
生
活
環
境
部
次
長
）

　
　
「
活
用
可
能
な
空
家
」
や
「
所
有
者
が

活
用
の
意
向
を
示
し
て
い
る
空
家
」
に
対

し
て
は
、
空
家
の
流
通
や
利
活
用
を
促
進

す
る
た
め
、
町
と
専
門
家
が
集
ま
っ
た
新

た
な
「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
の
構
築
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
町
の
考
え
は
。

　
　

行
政
だ
け
で
は
十
分
対
応
で
き
て
い

な
い
流
通
や
利
活
用
の
促
進
も
含
め
た
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
司

法
書
士
や
建
築
士
な
ど
様
々
な
専
門
家
が

集
ま
っ
た
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
設

置
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。　　
（
副
町
長
）

　
　

空
家
の
解
消
に
は
、
行
政
の
力
だ
け

で
は
限
界
が
あ
り
、
地
域
住
民
の
力
を
借

り
る
事
も
解
決
手
段
の
１
つ
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
空
家
は
、
自
治
会
な
ど

が
地
域
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
困
っ
て
い

る
隣
人
を
地
域
み
ん
な
で
支
え
合
う
と
い

う
「
共
助
」
の
仕
組
み
作
り
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
町
は
そ
う
い
っ
た
仕
組
み
作
り

を
ど
の
よ
う
に
考
え
、ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
き
ま
す
か
。

　
　

空
家
問
題
は
、
地
域
の
方
々
の
協
力

や
支
え
合
い
で
解
決
に
向
か
う
ケ
ー
ス
も

あ
る
の
で
、
今
後
は
「
共
助
」
の
精
神
を

高
め
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
の
方
々
と

協
働
で
空
家
対
策
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
副
町
長
）

　

空
家
が
増
え
る
と
い
う
事
は
、
そ
の
地

域
に
住
む
人
が
減
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
賑
い
が
低
下

し
、
町
の
魅
力
が
大
き
く
低
下
す
る
原
因

に
な
り
ま
す
。

　
　

令
和
7
年
3
月
末
時
点
で
の
空
家
の

件
数
は
。

　
　

3
7
7
件
。　　
（
生
活
環
境
部
次
長
）

　

空
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
及
び
空
家
相
談

会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
さ
ら
に
民
間
会

社
等
と
連
携
し
た
空
家
の
売
却
。

　
　

空
家
を
巡
る
問
題
の
ほ
と
ん
ど
は
、

所
有
者
が「
悪
」で
近
隣
住
民
は「
被
害
者
」

と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

空
家
問
題
は
、
所
有
者
が
自
分
の
問
題
と

し
て
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
が
、
所
有
者

自
身
も
、
空
家
の
管
理
や
活
用
方
法
に
つ

い
て
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
事
が
多
い
で

す
。
又
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
し
か
住
ん

で
い
な
い
持
ち
家
の
世
帯
で
は
、
空
家
に

な
っ
た
場
合
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
多
数
お
ら
れ
る

の
で
、
空
家
相
談
会
や
空
家
セ
ミ
ナ
ー
に

は
、
よ
り
一
層
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
り

問問

問問

答答 問問

答

河
合
町
に
お
け
る
今
後
の

観
光
戦
略
に
つ
い
て

子
育
て
世
代
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち

の
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

空
家
解
消
に
向
け
た
現
在
の

取
組
み
状
況
に
つ
い
て

空
家
問
題
に
つ
い
て

答答答

杦本　貴司
議員

すぎもと            たかし

答答 問問

岡田　康則
議員

おか　だ　　　 やす のり

中山　義英
議員

なか やま        よし ひで

で
す
か
。

　
　

ネ
ッ
ト
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
提

案
に
つ
い
て
実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。　　
　
　
　
　
　
（
福
祉
部
長
）

　
　

子
ど
も
の
声
と
し
て
、
町
立
公
民
館

に
子
ど
も
達
が
自
主
学
習
で
き
る
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
希
望
し
て
い
る
が
実

施
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
子
ど
も
の
意
見

を
聴
く
場
と
し
て
も
子
ど
も
議
会
の
実
施

の
計
画
を
問
う
。

　
　

夏
休
み
期
間
に
一
室
を
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
無
料
開
放
す
る
方
向
で
進

め
て
い
ま
す
。
夏
休
み
後
は
土
、
日
又
は

放
課
後
の
開
放
を
含
め
て
利
用
状
況
を
鑑

み
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

子
ど
も
議
会
は
７
月
に
開
催
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
、
小
学
６
年
生
を
対
象
に

子
ど
も
議
会
を
開
催
し
、
子
ど
も
の
意
見

を
聞
く
機
会
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 

　

（
教
育
振
興
部
長
）

　
　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
体
制
と
し
て
子

育
て
健
康
課
と
保
健
セ
ン
タ
ー
を
豆
山
の

郷
内
に
設
置
し
、「
専
門
職
同
士
の
連
携
促

進
と
ケ
ー
ス
対
応
の
質
の
向
上
」「
地
域
の

子
育
て
・
福
祉
・
健
康
に
関
す
る
拠
点
化

と
暮
ら
し
の
安
心
感
の
提
供
」
が
見
込
ま

れ
る
と
思
う
が
、
相
談
窓
口
の
一
元
化
と

総
合
支
援
の
考
え
を
問
う
。

　
　

子
ど
も
の
相
談
を
さ
れ
る
場
所
は
大

事
で
あ
り
、
横
の
連
携
も
兼
ね
て
内
部
で

調
整
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。　
（
町
長
）

そ
の
他
「
学
童
保
育
の
民
間
委
託
に
つ
い

て
」
質
問
し
ま
し
た
。

　
　

本
町
と
し
て
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
政

策
」
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
認
識
し

て
い
ま
す
か
。

　
　

子
ど
も
を
社
会
の
中
心
に
据
え
、
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
を
優
先
的
に
考
え
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
子
ど
も
を
真
ん
中
に
置
き
出

産
支
援
や
子
育
て
支
援
の
充
実
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
、
障
が
い
児
支
援
の
強
化
、

教
育
環
境
の
整
備
、
不
登
校
支
援
等
を
関

係
各
課
で
連
携
し
て
事
業
の
推
進
を
行
っ

て
い
き
た
い
。　　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

　
　

施
策
立
案
や
実
施
に
お
い
て
、
子
ど

も
や
保
護
者
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　

子
ど
も
の
意
見
聴
取
は
出
来
て
い
な

い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
部
長
）

　
　

不
登
校
児
童
支
援
の
環
境
整
備
と
し

て
、
自
宅
で
授
業
を
受
け
る
事
の
体
制
づ
く

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
を
求
め
る
。

　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
う
体
制
は

整
っ
て
い
ま
す
。
各
学
校
に
周
知
し
、
対

応
す
る
よ
う
に
伝
え
ま
す
。

（
教
育
振
興
部
長
）

　
　

子
ど
も
が
意
見
を
発
信
で
き
る
場
に

つ
い
て
、
子
ど
も
の
意
見
を
聴
く
仕
組
み

づ
く
り
と
し
て
、
子
ど
も
意
見
箱
の
設
置

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
等
は
い
か
が

問問

問問問問
こ
ど
も
ま
ん
な
か
政
策
の
推
進
に
つ
い
て

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

答答答

答答答

梅野　美智代
議員

うめ   の            み    ち    よ

　　2025 年 8 月号  河合町議会だより5

05-河合町議会�よりNO13.indd   505-河合町議会�よりNO13.indd   5 2025/07/17   9:172025/07/17   9:17



防
止
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
き
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
人
口
減
少
下
に

お
い
て
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
規
制
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

生
活
基
盤
の
維
持
に
お
い
て
、
課
題
が
あ

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
市
街
化
調
整
区
域
に
多
く
残

存
す
る
優
良
な
農
地
の
保
全
も
重
要
で
あ

り
、
無
秩
序
な
市
街
化
に
繋
が
ら
な
い
よ

う
、
農
業
や
景
観
な
ど
と
の
調
和
を
図
り

な
が
ら
、
国
が
進
め
て
お
り
ま
す
方
針
も

考
慮
し
て
既
存
集
落
の
維
持
・
活
性
化
や
、

移
住
定
住
に
資
す
る
取
組
み
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
奈
良
県
に
お
け
る
土

地
利
用
制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
立
地
が
認

め
ら
れ
る
施
設
の
開
発
許
可
制
度
の
基
準

の
更
な
る
緩
和
や
、
手
続
の
迅
速
化
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

制
度
の
積
極
的
な
活
用
が
促
さ
れ
、
住
宅

に
限
ら
ず
、
商
工
業
や
観
光
振
興
な
ど
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
土
地
利
用
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

県
南
部
・
東
部
地
域
に
お
い
て
は
、
開

発
許
可
制
度
の
基
準
や
手
続
に
つ
い
て
、

見
直
し
の
方
針
が
奈
良
県
か
ら
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
河
合
町
が
所
在
す
る
北
西
部

に
お
い
て
も
、
同
様
に
制
度
が
見
直
さ
れ

る
よ
う
、
周
辺
の
市
町
と
と
も
に
積
極
的

に
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

〇
そ
の
他
に

「
学
童
保
育
業
務
委
託
に
係
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
入
札
に
つ
い
て
」

質
問
し
ま
し
た
。

　

静
岡
県
湖
西
市
で
は
、
原
則
と
し
て
住

宅
を
建
て
る
こ
と
を
制
限
し
て
い
る
市
街

化
調
整
区
域
に
つ
い
て
、
一
定
の
条
件
を

満
た
せ
ば
住
宅
を
建
設
で
き
る
優
良
田
園

住
宅
制
度
の
運
用
を
始
め
て
い
ま
す
。
そ

の
制
度
を
紹
介
し
つ
つ
、
河
合
町
に
お
い

て
も
同
様
の
取
組
み
は
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
人
口
問
題
解
決
の
一
助
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
森
川
町
長
の
市
街
化
調
整
区

域
に
対
し
て
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

　
　

河
合
町
の
市
街
化
調
整
区
域
の
総
面

積
と
面
積
率
は
。

　
　

河
合
町
域
の
面
積
８
２
３
ｈ
ａ
に
対

し
て
約
４
８
２
ｈ
ａ
で
、
町
域
面
積
の
約

59
％
に
な
り
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

河
合
町
の
現
行
の
市
街
化
調
整
区
域

に
対
す
る
住
宅
制
度
は
。

　
　

建
築
物
に
対
す
る
建
築
に
係
る
制
度

と
い
っ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

森
川
町
長
は
、
市
街
化
調
整
区
域
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
お
持
ち
で
、

定
住
人
口
の
増
加
を
促
し
、
地
域
活
力
の

維
持
・
向
上
を
図
る
方
針
が
あ
る
の
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
都
市
計
画
制
度
で
は
、

人
口
増
加
を
背
景
に
無
秩
序
な
市
街
化
を

　
　

広
報
６
月
号
で
「
熱
中
症
の
予
防
と

対
策
に
つ
い
て
」
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

河
合
町
内
の
公
共
施
設
９
か
所
と
３
郵
便

局
が
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
設

置
し
て
い
る
こ
と
や
予
防
・
対
策
に
つ
い

て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
民
主
医
療
機
関
の
調
査
で
は

熱
中
症
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
45
・
４
％
が

75
歳
以
上
だ
っ
た
事
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て
88
・
８
％
が
知
ら

な
か
っ
た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

登
下
校
の
生
徒
や
地
域
の
人
に
も
分
か

る
よ
う
に
「
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
」
の
目
印

の
旗
を
立
て
て
、
利
用
し
や
す
く
し
て
は

ど
う
か
？
高
齢
者
の
屋
内
で
の
熱
中
症
の

予
防
に
「
熱
中
症
予
防
カ
ー
ド
」
を
配
布

し
チ
ェ
ッ
ク
出
来
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
場

所
が
分
か
り
に
く
く
、
の
ぼ
り
旗
な
ど
で

設
置
場
所
が
分
か
る
よ
う
工
夫
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

歩
い
て
い
て
一
目
で
分
か
る
よ
う
な
目

印
を
付
け
て
い
き
た
い
。「
熱
中
症
予
防

カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
も
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
も
情
報
を
伝
え
、
熱
中
症
対

策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

（
福
祉
部
長
）

　

そ
の
他
に
「
食
育
と
学
校
給
食
」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
障
害
や
発
達
に

不
安
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
情
報
を
保
護

者
や
関
わ
る
支
援
者
が
記
入
し
て
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
う
事
が
出
来
る
連
帯
強
化
の
方
法
で
す
。

　

入
園
や
入
学
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の

変
化
や
病
気
や
怪
我
、
災
害
時
に
言
い
そ

び
れ
た
り
聞
き
逃
し
た
り
し
が
ち
な
情
報

を
確
実
に
伝
え
支
援
に
つ
な
げ
る
為
の
も

の
で
す
。

　

県
の
自
立
支
援
協
議
会
で
「
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
リ
ン
ク
ぷ
ら
す
」
が
作
成
さ
れ
て

い
ま
す
が
河
合
町
で
は
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
実
際
の
活

用
に
つ
い
て
は
掌
握
し
て
い
な
い
。

　

支
援
者
間
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
子
ど
も
園
、
学

校
等
、
事
業
者
間
で
も
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の
周
知
と
活
用
を

促
し
て
い
き
た
い
。
早
急
に
進
め
て
い
き

た
い
。

（
福
祉
部
長
）

問

答答答 問問問

答

市
街
化
調
整
区
域
の
住
宅
制
度
に
つ
い
て

答

あ
る
と
考
え
る
た
め
、
今
後
の
国
の
動
向

を
踏
ま
え
、
広
い
視
野
を
持
ち
慎
重
に
検

討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。（
町
長
）

　
　

条
例
改
正
は
然
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ

で
と
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
で

住
民
を
守
れ
る
の
か
、
ま
た
税
金
の
ム
ダ

遣
い
と
も
思
え
る
作
業
を
い
つ
ま
で
職
員

に
さ
す
の
か
。
こ
の
条
例
は
平
成
7
年
12

月
12
日
に
施
行
、
30
年
何
の
改
正
も
な
く
、

こ
の
間
多
く
の
住
民
か
ら
苦
情
や
相
談
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
条
例
を
創
る
こ
と

が
ゴ
ー
ル
で
な
く
毎
年
、
現
在
の
社
会
情

勢
に
合
っ
て
い
る
の
か
、
今
お
住
ま
い
の

住
民
を
一
番
に
守
る
作
業
が
必
要
で
は
な

い
で
す
か
。

令
和
3
年
12
月
議
会
で
は
条
例
改
正
に

明
記
し
て
頂
き
た
い
と
、
小
学
6
年
生
の
平

均
身
長
は
約
１
５
６
㎝
で
す
、
1
・
5
ｍ
を

超
え
る
ま
で
に
除
草
の
基
準
、
こ
れ
は
子
ど

も
達
を
事
故
や
事
件
に
巻
き
込
む
こ
と
が
無

い
よ
う
に
ま
た
最
低
年
2
回
仏
様
が
帰
っ
て

来
る
お
盆
と
お
正
月
で
考
え
て
頂
き
た
い
と

お
話
し
し
ま
し
た
が
何
の
動
き
も
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
町
長
ど
う
し
た
ら
来
月
か
ら
で
も
出

来
る
の
か
教
え
て
下
さ
い
。

　
　

条
例
の
改
正
が
必
要
と
認
識
は
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
（
R
7
）
中
の
ど
こ

か
で
上
程
を
さ
せ
て
頂
き
た
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。　　
　
　
　
（
生
活
環
境
部
次
長
）

　
　

条
例
改
正
が
早
急
に
必
要
で
あ
れ
ば
、

直
ぐ
に
着
手
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
当
課
と
協
議
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ど

う
か
ご
理
解
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

　
　

前
回
、
前
向
き
な
ご
答
弁
を
頂
き
ま

し
た
。
回
収
し
た
油
で
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
飛

ぶ
日
も
近
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
の
進

展
は
。

　
　

令
和
7
年
度
中
の
実
地
、
本
庁
舎
と

町
立
公
民
館
の
2
か
所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置
を
検
討
中
で
す
。（
環
境
対
策
課
長
）

　
　

家
族
や
愛
す
る
方
が
お
亡
く
な
り
の

と
き
複
雑
で
多
岐
に
わ
た
る
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　

涙
に
暮
れ
る
ご
遺
族
の
心
労
を
軽
減
す

る
た
め
、
職
員
が
寄
り
添
い
お
話
し
を
聴

く
『
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
』
を
開
設
す
る

事
は
で
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、『
お
く
や
み

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の
よ
う
な
手
続
き
に
必

要
な
も
の
を
記
載
し
た
冊
子
を
作
っ
て
頂

け
な
い
で
す
か
。
R
8
年
度
に
は
お
悔
や

み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
は
無
理
で
す
か
。

　
　

一
般
的
な
ケ
ー
ス
で
は
手
続
き
が
1

階
で
完
結
で
き
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
他
町
と
比
較
し
て
も
河
合
町
は
か

な
り
早
い
も
の
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

現
状
の
死
亡
届
け
を
だ
さ
れ
た
方
へ
の
資

料
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

（
福
祉
部
長
）

　
　

お
悔
み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
に
つ

い
て
は
、
組
織
改
革
に
つ
な
が
る
話
で
も

答答答 問問

問答答

「
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」の
活
用
を

遺
族
の
負
担
を
軽
減
、支
援
窓
口
の
開
設
へ

佐藤　利治
議員

さ  とう         とし  はる

馬場　千惠子
議員

ば     ば           ち     え    こ

常盤　繁範
議員

  ときわ            しげ のり

S
A
F
家
庭
か
ら
の
廃
食
油
利
用

の
進
展
に
つ
い
て

雑
草
の
除
去
に
関
す
る
条
例
の

改
正
に
つ
い
て

熱
中
症
か
ら
住
民
の
い
の
ち
を

守
る
た
め
に

問

　
　

①
建
物
に
対
す
る
課
税
は
ど
の
よ
う
な
手

順
で
行
わ
れ
て
い
る
か
。

②
町
長
の
旧
住
宅
の
課
税
も
れ
発
覚
を

き
っ
か
け
に
、
他
に
課
税
も
れ
は
あ
り
ま

し
た
か
。

③
課
税
も
れ
を
見
つ
け
る
方
策
は
ど
の
よ

う
に
す
る
の
で
す
か
。

①
建
築
確
認
申
請
、
建
物
登
記
の
情
報
を

基
に
、
法
務
局
、
消
防
署
か
ら
そ
れ
ら
の

情
報
を
入
手
後
、
家
屋
調
査
を
行
い
、
固

定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
評
価
額
を
算

定
し
、
課
税
評
価
額
を
決
定
、
そ
の
額
に

税
率
を
か
け
た
も
の
が
税
額
と
な
り
ま
す
。

②
課
税
も
れ
の
発
覚
以
降
、
他
に
同
様
の

事
例
が
な
い
か
調
査
を
現
在
す
す
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
新
た
に
同
様
の
事
例
が

発
覚
し
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
課
税
も
れ
の
主
な
原
因
は
、
建
築
確
認

申
請
や
建
物
登
記
が
な
さ
れ
ず
、
建
物
の

建
築
に
関
す
る
情
報
が
入
手
で
き
な
い
場

合
が
大
半
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
航
空
写

真
だ
け
に
頼
っ
て
俯
瞰
的
に
調
査
し
て
い

た
も
の
を
、
さ
ら
に
詳
細
に
す
る
と
言
う

こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
航
空
写
真
の

情
報
に
家
屋
図
の
情
報
を
突
き
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
現
況
と
し
て
建
物
が
建
っ

て
い
る
の
に
評
価
が
終
わ
っ
て
い
な
い
様

な
建
物
を
抽
出
し
、
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

　
　①

観
光
の
振
興
、
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

昨
年
度
の
実
績
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

②
今
後
、
町
は
観
光
と
産
業
両
面
の
振
興

策
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
か
。

①
御
墳
印
帖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
大
和
の
黒

豆
「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ　

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
」、
大
塚

山
古
墳
群
の
調
査
な
ど
を
中
心
に
実
施
。

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
商
工
会
へ
の

補
助
と
産
直
市
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

特
産
品
と
し
て
大
和
の
黒
豆
「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
」
の
加
工
品
の
試
作
を
行
っ

て
い
ま
す
。

②
産
業
振
興
に
お
け
る
農
業
施
策
で
、
荒

廃
農
地
活
用
事
業
と
し
て
農
業
に
興
味
の

あ
る
方
や
農
業
技
術
を
取
得
し
た
い
方
を

募
集
し
、
城
内
地
区
の
田
ん
ぼ
の
楽
耕
で

野
菜
や
米
作
り
を
教
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
初
心
者
向
け
の
一
般
体
験
コ
ー
ス

や
独
立
を
視
野
に
向
け
た
畑
コ
ー
ス
な
ど

設
け
て
い
ま
す
。（

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

答 問

問答

固
定
資
産
税
の
課
税
も
れ
に
つ
い
て

観
光
振
興
課
の
成
果
に
つ
い
て

長谷川　伸一
議員

は    せ   がわ         しん いち
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防
止
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
き
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
人
口
減
少
下
に

お
い
て
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
規
制
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

生
活
基
盤
の
維
持
に
お
い
て
、
課
題
が
あ

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
市
街
化
調
整
区
域
に
多
く
残

存
す
る
優
良
な
農
地
の
保
全
も
重
要
で
あ

り
、
無
秩
序
な
市
街
化
に
繋
が
ら
な
い
よ

う
、
農
業
や
景
観
な
ど
と
の
調
和
を
図
り

な
が
ら
、
国
が
進
め
て
お
り
ま
す
方
針
も

考
慮
し
て
既
存
集
落
の
維
持
・
活
性
化
や
、

移
住
定
住
に
資
す
る
取
組
み
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
奈
良
県
に
お
け
る
土

地
利
用
制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
立
地
が
認

め
ら
れ
る
施
設
の
開
発
許
可
制
度
の
基
準

の
更
な
る
緩
和
や
、
手
続
の
迅
速
化
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

制
度
の
積
極
的
な
活
用
が
促
さ
れ
、
住
宅

に
限
ら
ず
、
商
工
業
や
観
光
振
興
な
ど
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
土
地
利
用
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

県
南
部
・
東
部
地
域
に
お
い
て
は
、
開

発
許
可
制
度
の
基
準
や
手
続
に
つ
い
て
、

見
直
し
の
方
針
が
奈
良
県
か
ら
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
河
合
町
が
所
在
す
る
北
西
部

に
お
い
て
も
、
同
様
に
制
度
が
見
直
さ
れ

る
よ
う
、
周
辺
の
市
町
と
と
も
に
積
極
的

に
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

〇
そ
の
他
に

「
学
童
保
育
業
務
委
託
に
係
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
入
札
に
つ
い
て
」

質
問
し
ま
し
た
。

　

静
岡
県
湖
西
市
で
は
、
原
則
と
し
て
住

宅
を
建
て
る
こ
と
を
制
限
し
て
い
る
市
街

化
調
整
区
域
に
つ
い
て
、
一
定
の
条
件
を

満
た
せ
ば
住
宅
を
建
設
で
き
る
優
良
田
園

住
宅
制
度
の
運
用
を
始
め
て
い
ま
す
。
そ

の
制
度
を
紹
介
し
つ
つ
、
河
合
町
に
お
い

て
も
同
様
の
取
組
み
は
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
人
口
問
題
解
決
の
一
助
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
森
川
町
長
の
市
街
化
調
整
区

域
に
対
し
て
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

　
　

河
合
町
の
市
街
化
調
整
区
域
の
総
面

積
と
面
積
率
は
。

　
　

河
合
町
域
の
面
積
８
２
３
ｈ
ａ
に
対

し
て
約
４
８
２
ｈ
ａ
で
、
町
域
面
積
の
約

59
％
に
な
り
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

河
合
町
の
現
行
の
市
街
化
調
整
区
域

に
対
す
る
住
宅
制
度
は
。

　
　

建
築
物
に
対
す
る
建
築
に
係
る
制
度

と
い
っ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

森
川
町
長
は
、
市
街
化
調
整
区
域
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
お
持
ち
で
、

定
住
人
口
の
増
加
を
促
し
、
地
域
活
力
の

維
持
・
向
上
を
図
る
方
針
が
あ
る
の
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
都
市
計
画
制
度
で
は
、

人
口
増
加
を
背
景
に
無
秩
序
な
市
街
化
を

　
　

広
報
６
月
号
で
「
熱
中
症
の
予
防
と

対
策
に
つ
い
て
」
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

河
合
町
内
の
公
共
施
設
９
か
所
と
３
郵
便

局
が
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
設

置
し
て
い
る
こ
と
や
予
防
・
対
策
に
つ
い

て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
民
主
医
療
機
関
の
調
査
で
は

熱
中
症
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
45
・
４
％
が

75
歳
以
上
だ
っ
た
事
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て
88
・
８
％
が
知
ら

な
か
っ
た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

登
下
校
の
生
徒
や
地
域
の
人
に
も
分
か

る
よ
う
に
「
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
」
の
目
印

の
旗
を
立
て
て
、
利
用
し
や
す
く
し
て
は

ど
う
か
？
高
齢
者
の
屋
内
で
の
熱
中
症
の

予
防
に
「
熱
中
症
予
防
カ
ー
ド
」
を
配
布

し
チ
ェ
ッ
ク
出
来
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
場

所
が
分
か
り
に
く
く
、
の
ぼ
り
旗
な
ど
で

設
置
場
所
が
分
か
る
よ
う
工
夫
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

歩
い
て
い
て
一
目
で
分
か
る
よ
う
な
目

印
を
付
け
て
い
き
た
い
。「
熱
中
症
予
防

カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
も
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
も
情
報
を
伝
え
、
熱
中
症
対

策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

（
福
祉
部
長
）

　

そ
の
他
に
「
食
育
と
学
校
給
食
」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
障
害
や
発
達
に

不
安
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
情
報
を
保
護

者
や
関
わ
る
支
援
者
が
記
入
し
て
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
う
事
が
出
来
る
連
帯
強
化
の
方
法
で
す
。

　

入
園
や
入
学
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の

変
化
や
病
気
や
怪
我
、
災
害
時
に
言
い
そ

び
れ
た
り
聞
き
逃
し
た
り
し
が
ち
な
情
報

を
確
実
に
伝
え
支
援
に
つ
な
げ
る
為
の
も

の
で
す
。

　

県
の
自
立
支
援
協
議
会
で
「
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
リ
ン
ク
ぷ
ら
す
」
が
作
成
さ
れ
て

い
ま
す
が
河
合
町
で
は
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
実
際
の
活

用
に
つ
い
て
は
掌
握
し
て
い
な
い
。

　

支
援
者
間
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
子
ど
も
園
、
学

校
等
、
事
業
者
間
で
も
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の
周
知
と
活
用
を

促
し
て
い
き
た
い
。
早
急
に
進
め
て
い
き

た
い
。

（
福
祉
部
長
）

問

答答答 問問問

答

市
街
化
調
整
区
域
の
住
宅
制
度
に
つ
い
て

答

も
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
今
後
の
国
の
動

向
を
踏
ま
え
、
広
い
視
野
を
持
ち
慎
重
に

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。（
町
長
）

　
　

条
例
改
正
は
然
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ

で
と
話
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま

で
住
民
を
守
れ
る
の
か
、
ま
た
税
金
の
ム

ダ
遣
い
と
も
思
え
る
作
業
を
い
つ
ま
で
職

員
に
さ
す
の
か
。
こ
の
条
例
は
平
成
7
年

12
月
12
日
に
施
行
、
30
年
何
の
改
正
も
な

く
、
こ
の
間
多
く
の
住
民
か
ら
苦
情
や
相

談
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
条
例
を
創
る

こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
な
く
毎
年
、
現
在
の
社

会
情
勢
に
合
っ
て
い
る
の
か
、
今
お
住
ま

い
の
住
民
を
一
番
に
守
る
作
業
が
必
要
で

は
な
い
で
す
か
。

令
和
3
年
12
月
議
会
で
は
条
例
改
正
に

明
記
し
て
頂
き
た
い
と
、
小
学
6
年
生
の
平

均
身
長
は
約
１
５
６
㎝
で
す
、
1
・
5
ｍ
を

超
え
る
ま
で
に
除
草
の
基
準
、
こ
れ
は
子
ど

も
達
を
事
故
や
事
件
に
巻
き
込
む
こ
と
が
無

い
よ
う
に
ま
た
最
低
年
2
回
仏
様
が
帰
っ
て

来
る
お
盆
と
お
正
月
で
考
え
て
頂
き
た
い
と

お
話
し
し
ま
し
た
が
何
の
動
き
も
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
町
長
ど
う
し
た
ら
来
月
か
ら
で
も
出

来
る
の
か
教
え
て
下
さ
い
。

　
　

条
例
の
改
正
が
必
要
と
認
識
は
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
（
R
7
）
中
の
ど
こ

か
で
上
程
を
さ
せ
て
頂
き
た
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。　　
　
　
　
（
生
活
環
境
部
次
長
）

　
　

条
例
改
正
が
早
急
に
必
要
で
あ
れ
ば
、

直
ぐ
に
着
手
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
当
課
と
協
議
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ど

う
か
ご
理
解
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

　
　

前
回
、
前
向
き
な
ご
答
弁
を
頂
き
ま

し
た
。
回
収
し
た
油
で
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
飛

ぶ
日
も
近
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
の
進

展
は
。

　
　

令
和
7
年
度
中
の
実
地
、
本
庁
舎
と

町
立
公
民
館
の
2
か
所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置
を
検
討
中
で
す
。（
環
境
対
策
課
長
）

　
　

家
族
や
愛
す
る
方
が
お
亡
く
な
り
の

と
き
複
雑
で
多
岐
に
わ
た
る
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　

涙
に
暮
れ
る
ご
遺
族
の
心
労
を
軽
減
す

る
た
め
、
職
員
が
寄
り
添
い
お
話
し
を
聴

く
『
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
』
を
開
設
す
る

事
は
で
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、『
お
く
や
み

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の
よ
う
な
手
続
き
に
必

要
な
も
の
を
記
載
し
た
冊
子
を
作
っ
て
頂

け
な
い
で
す
か
。
R
8
年
度
に
は
お
悔
や

み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
は
無
理
で
す
か
。

　
　

一
般
的
な
ケ
ー
ス
で
は
手
続
き
が
1

階
で
完
結
で
き
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
他
町
と
比
較
し
て
も
河
合
町
は
か

な
り
早
い
も
の
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

現
状
の
死
亡
届
け
を
だ
さ
れ
た
方
へ
の
資

料
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

（
福
祉
部
長
）

　
　

お
悔
み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
に
つ

い
て
は
、
組
織
改
革
に
つ
な
が
る
話
し
で

答答答 問問

問答答

「
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」の
活
用
を

遺
族
の
負
担
を
軽
減
、支
援
窓
口
の
開
設
へ

佐藤　利治
議員

さ  とう         とし  はる

馬場　千惠子
議員

ば     ば           ち     え    こ

常盤　繁範
議員

  ときわ            しげ のり

S
A
F
家
庭
か
ら
の
廃
食
油
利
用

の
進
展
に
つ
い
て

雑
草
の
除
去
に
関
す
る
条
例
の

改
正
に
つ
い
て

熱
中
症
か
ら
住
民
の
い
の
ち
を

守
る
た
め
に

問

　
　

①
建
物
に
対
す
る
課
税
は
ど
の
よ
う
な
手

順
で
行
わ
れ
て
い
る
か
。

②
町
長
の
旧
住
宅
の
課
税
も
れ
発
覚
を

き
っ
か
け
に
、
他
に
課
税
も
れ
は
あ
り
ま

し
た
か
。

③
課
税
も
れ
を
見
つ
け
る
方
策
は
ど
の
よ

う
に
す
る
の
で
す
か
。

①
建
築
確
認
申
請
、
建
物
登
記
の
情
報
を

基
に
、
法
務
局
、
消
防
署
か
ら
そ
れ
ら
の

情
報
を
入
手
後
、
家
屋
調
査
を
行
い
、
固

定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
評
価
額
を
算

定
し
、
課
税
評
価
額
を
決
定
、
そ
の
額
に

税
率
を
か
け
た
も
の
が
税
額
と
な
り
ま
す
。

②
課
税
も
れ
の
発
覚
以
降
、
他
に
同
様
の

事
例
が
な
い
か
調
査
を
現
在
す
す
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
新
た
に
同
様
の
事
例
が

発
覚
し
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
課
税
も
れ
の
主
な
原
因
は
、
建
築
確
認

申
請
や
建
物
登
記
が
な
さ
れ
ず
、
建
物
の

建
築
に
関
す
る
情
報
が
入
手
で
き
な
い
場

合
が
大
半
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
航
空
写

真
だ
け
に
頼
っ
て
俯
瞰
的
に
調
査
し
て
い

た
も
の
を
、
さ
ら
に
詳
細
に
す
る
と
言
う

こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
航
空
写
真
の

情
報
に
家
屋
図
の
情
報
を
突
き
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
現
況
と
し
て
建
物
が
建
っ

て
い
る
の
に
評
価
が
終
わ
っ
て
い
な
い
様

な
建
物
を
抽
出
し
、
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

　
　①

観
光
の
振
興
、
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

昨
年
度
の
実
績
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

②
今
後
、
町
は
観
光
と
産
業
両
面
の
振
興

策
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
か
。

①
御
墳
印
帖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
大
和
の
黒

豆
「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ　

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
」、
大
塚

山
古
墳
群
の
調
査
な
ど
を
中
心
に
実
施
。

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
商
工
会
へ
の

補
助
と
産
直
市
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

特
産
品
と
し
て
大
和
の
黒
豆
「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
」
の
加
工
品
の
試
作
を
行
っ

て
い
ま
す
。

②
産
業
振
興
に
お
け
る
農
業
施
策
で
、
荒

廃
農
地
活
用
事
業
と
し
て
農
業
に
興
味
の

あ
る
方
や
農
業
技
術
を
取
得
し
た
い
方
を

募
集
し
、
城
内
地
区
の
田
ん
ぼ
の
楽
耕
で

野
菜
や
米
作
り
を
教
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
初
心
者
向
け
の
一
般
体
験
コ
ー
ス

や
独
立
を
視
野
に
向
け
た
畑
コ
ー
ス
な
ど

設
け
て
い
ま
す
。（

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

答 問

問答

固
定
資
産
税
の
課
税
も
れ
に
つ
い
て

観
光
振
興
課
の
成
果
に
つ
い
て

長谷川　伸一
議員

は    せ   がわ         しん いち
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指
導
に
従
わ
な
い
場
合
は
原
状
回
復
命
令

等
の
行
政
処
分
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
認
識
は
変
わ
ら
な
い
か
。
米
問
題
、

里
山
の
景
観
を
守
る
点
で
も
農
地
を
守
る

こ
と
は
重
要
課
題
と
の
認
識
は
あ
る
か
。

実
行
さ
れ
な
い
場
合
、
権
限
と
し
て
処
分

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

県
よ
り
農
地
造
成
の
許
可
等
に
つ
い

て
報
告
は
受
け
て
な
い
。
農
地
法
３
条
申

請
に
つ
い
て
は
、
一
部
河
合
町
農
業
委
員

会
と
し
て
許
可
し
て
い
る
。
形
状
変
更
の

拡
大
は
認
識
し
て
い
る
。
是
正
指
導
は
奈

良
県
と
と
も
に
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

従
わ
な
い
場
合
、
そ
の
よ
う
な
処
分
に
な

る
と
認
識
し
て
い
る
。
３
条
許
可
に
つ
い

て
は
、
一
般
論
と
し
て
、
河
合
町
農
業
委

員
会
が
取
り
消
し
で
き
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。　　
　
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

県
と
連
携
し
、
是
正
協
議
を
進
め
る
。

（
町
長
）

　
　

観
光
振
興
課
を
設
置
し
た
が
、
地
域

戦
略
と
し
て
の
観
光
政
策
は
ど
う
か
、
当

面
の
大
塚
山
古
墳
群
整
備
計
画
の
進
捗
は

ど
う
か
、
観
光
資
源
の
発
信
力
強
化
の
た

め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
紹
介
パ
ン
フ
の

整
備
等
今
年
度
の
課
題
と
し
て
強
め
て
は

ど
う
か
。

　
　

観
光
、
商
工
の
振
興
、
文
化
財
の
保

存
な
ど
ふ
ま
え
た
観
光
計
画
を
策
定
中
。

大
塚
山
古
墳
は
今
年
度
、
南
側
の
発
掘
調

査
、
墳
丘
後
円
部
の
竹
の
伐
採
を
進
め
る

予
定
。　　
　
　
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

今
年
度
中
の
投
資
と
受
け
取
り
、
ご

提
案
内
容
を
し
っ
か
り
議
論
し
、
引
き
続

き
、財
源
確
保
に
努
め
る
。　
　
（
副
町
長
）

　
　

な
ぜ
、
公
共
性
の
高
い
学
童
保
育
を

民
間
委
託
す
る
の
か
、
財
政
的
に
費
用
が

減
る
の
か
。
指
導
員
の
確
保
が
難
し
い
の

は
な
ぜ
か
、
不
安
定
な
労
働
条
件
が
要
因

で
は
な
い
か
。
民
間
事
業
所
は
利
益
確
保

が
目
的
で
、
離
職
率
も
高
い
。
民
間
委
託

せ
ず
、
指
導
員
の
処
遇
を
改
善
し
、
学
童

希
望
者
全
員
を
受
け
入
れ
、
教
育
と
の
連

携
を
強
め
る
な
ど
質
の
向
上
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

学
童
保
育
希
望
者
の
増
加
に
対
し
て
、

指
導
員
不
足
が
慢
性
化
し
て
お
り
、
他
町

の
経
験
を
聞
き
、
民
間
委
託
を
考
え
た
。

指
導
員
は
、
不
規
則
な
勤
務
、
賃
金
不
安

定
な
ど
で
、
応
募
が
な
い
状
況
。
費
用
削

減
が
目
的
で
な
く
、
安
定
し
た
運
営
で
学

童
保
育
の
充
実
を
目
指
し
て
い
る
。

（
福
祉
部
長
）

　
　

安
定
的
な
運
営
に
民
間
委
託
は
有
効
、

し
か
し
学
童
保
育
の
最
終
的
責
任
は
町
に

あ
る
と
考
え
て
い
る
。　　
　
　
　
（
町
長
）

　
　

昨
年
３
月
定
例
会
の
質
疑
を
踏
ま
え

て
質
問
す
る
。
農
地
造
成
の
申
請
は
認
可

さ
れ
た
の
か
、
中
止
し
て
い
た
造
成
範
囲

が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
被
害

防
除
等
の
指
導
措
置
は
実
施
さ
れ
た
の
か
、

問問

問

答答

答答 答答

学
童
保
育
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

観
光
政
策
に
つ
い
て

佐
味
田
地
区
の
大
規
模
農
地
造
成

に
つ
い
て

　

不
毛
田
川
内
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

既
に
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
、
用
地
補
償
、

家
屋
事
前
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

内
水
対
策
事
業
進
入
路
整
備
工
事
や
貯
留

施
設
整
備
工
事
の
１
期
目
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

当
初
、
自
治
会
で
の
事
業
概
要
説
明
の

中
で
貯
留
施
設
の
利
用
の
話
は
出
て
お
り
、

令
和
６
年
11
月
23
日
の
自
治
会
へ
の
説
明

会
で
も
貯
留
施
設
で
の
利
活
用
の
話
が
出

て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
　

①
財
源
も
関
係
す
る
こ
と
か
ら
利
活

用
に
つ
い
て
自
治
会
と
の
協
議
日
程
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　

②
大
和
川
の
第
一
樋
門
か
ら
第
二
樋

門
の
不
毛
田
川
及
び
水
路
の
雑
草
や
木
々

等
の
除
去
に
つ
い
て
回
答
願
い
ま
す
。

　
　

①
北
側
調
整
池
整
備
後
の
利
活
用
に

対
す
る
自
治
会
と
の
協
議
日
程
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
段
階
的
に
整
備
を
進
め
て
い

る
３
つ
の
調
整
池
の
最
後
に
整
備
す
る
予

定
と
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
現
状
、
未
買

収
の
用
地
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
用
地
買
収

後
に
、
速
や
か
に
自
治
会
と
協
議
を
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

②
不
毛
田
川
第
一
樋
門
か
ら
第
二
樋

門
の
間
の
雑
草
や
木
々
の
撤
去
に
関
し
て

は
、
現
状
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
上

で
、
不
毛
田
川
の
管
理
者
で
あ
る
奈
良
県

に
対
し
、
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

　
　

①
の
回
答
で
、
未
買
収
と
い
う
回
答

が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
様
な
内
容
で
す

か
。

　
　

未
買
収
用
地
に
つ
い
て
は
、
相
続
人

が
1
0
0
人
近
く
い
る
よ
う
な
土
地
で
す
。

相
続
人
を
追
う
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
方
と

の
折
衝
な
ど
に
お
い
て
、
遠
方
の
方
も
お

ら
れ
ま
す
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
て
い

な
い
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

　
　

調
整
池
の
有
効
活
用
に
関
し
て
構
想

は
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　

現
状
、
土
地
活
用
に
関
す
る
具
体
的

な
方
針
と
い
う
も
の
を
お
示
し
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
所
有
者
の
方
々
よ
り

ご
協
力
い
た
だ
い
た
用
地
の
有
効
活
用
に

関
し
ま
し
て
は
、
今
後
の
財
政
状
況
を
見

据
え
た
上
で
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

答 問問

問問 答答答

内
水
対
策
事
業
に
お
け
る
北
側

貯
留
施
設
の
利
用
及
び
雑
草
や

木
々
の
除
去
に
つ
い
て
。

坂本　博道
議員

さか もと        ひろ みち

大西　孝幸
議員

おお にし         たか  ゆき

　令和７年度（２０２５年）が始まり「議会だより」
編集委員会も新たなメンバーでスタートしました。
　議会は「傍聴できるのかなあ？」「どんな事、話し
合っているの？」など皆さんの声を大切により良い、
身近な「議会だより」をめざします。
　そこで、上の簡単なアンケートをお願いしたいと思
います。ご協力お願いします。

今月の表紙
河合町フォトクラブ所属
穴闇在住　浅芝裕氏

馬見丘陵公園にて

ひまわりの大輪が一面に咲き
誇り、まるで太陽に導かれるよ
うに一斉に空を仰いでいます。

【メール】gikai@town.kawai.nara.jp
【F A X】0745-57-1711

回答
方法

問１　年代をお願いします。
　　　A １８歳未満　　B １８～３９歳　　C ４０～６４歳　　D ６５～７９歳　　E ８０歳以上

問２　町政に関心のある事柄はありますか。（複数回答可能）
　　　A
　　　B
　　　C
　　　D
　　　E
　　　F
　　　G
　　　H
　　　I
　　　J
　　　K
　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

問３　河合町の議会の動きなどはどのようにして知ることが出来ていますか？　どのようにして入手し
ていますか？

問４　今回の「議会だより」について、自由にご意見・ご要望などお書き下さい。
　　　（よかった記事・改善点・知りたい事など…）

河合町議会だよりNO13  質問事項と回答

子育て・教育支援
防災対策と安全管理
公共交通と交通インフラの改善
環境保護と清掃活動
高齢者支援と福祉サービス
住んでいる地域の現状・課題について
町の計画について
公共施設やサービスについて
税金の使われ方について
学校教育・社会教育・子育てについて
５年後のまちの姿について

アンケート 今後の参考にさせていただくため、アンケートにご協力をお願いします。

編 集 後 記
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指
導
に
従
わ
な
い
場
合
は
原
状
回
復
命
令

等
の
行
政
処
分
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
認
識
は
変
わ
ら
な
い
か
。
米
問
題
、

里
山
の
景
観
を
守
る
点
で
も
農
地
を
守
る

こ
と
は
重
要
課
題
と
の
認
識
は
あ
る
か
。

実
行
さ
れ
な
い
場
合
、
権
限
と
し
て
処
分

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

県
よ
り
農
地
造
成
の
許
可
等
に
つ
い

て
報
告
は
受
け
て
な
い
。
農
地
法
３
条
申

請
に
つ
い
て
は
、
一
部
河
合
町
農
業
委
員

会
と
し
て
許
可
し
て
い
る
。
形
状
変
更
の

拡
大
は
認
識
し
て
い
る
。
是
正
指
導
は
奈

良
県
と
と
も
に
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

従
わ
な
い
場
合
、
そ
の
よ
う
な
処
分
に
な

る
と
認
識
し
て
い
る
。
３
条
許
可
に
つ
い

て
は
、
一
般
論
と
し
て
、
河
合
町
農
業
委

員
会
が
取
り
消
し
で
き
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。　　
　
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

県
と
連
携
し
、
是
正
協
議
を
進
め
る
。

（
町
長
）

　
　

観
光
振
興
課
を
設
置
し
た
が
、
地
域

戦
略
と
し
て
の
観
光
政
策
は
ど
う
か
、
当

面
の
大
塚
山
古
墳
群
整
備
計
画
の
進
捗
は

ど
う
か
、
観
光
資
源
の
発
信
力
強
化
の
た

め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
紹
介
パ
ン
フ
の

整
備
等
今
年
度
の
課
題
と
し
て
強
め
て
は

ど
う
か
。

　
　

観
光
、
商
工
の
振
興
、
文
化
財
の
保

存
な
ど
ふ
ま
え
た
観
光
計
画
を
策
定
中
。

大
塚
山
古
墳
は
今
年
度
、
南
側
の
発
掘
調

査
、
墳
丘
後
円
部
の
竹
の
伐
採
を
進
め
る

予
定
。　　
　
　
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

今
年
度
中
の
投
資
と
受
け
取
り
、
ご

提
案
内
容
を
し
っ
か
り
議
論
し
、
引
き
続

き
、財
源
確
保
に
努
め
る
。　
　
（
副
町
長
）

　
　

な
ぜ
、
公
共
性
の
高
い
学
童
保
育
を

民
間
委
託
す
る
の
か
、
財
政
的
に
費
用
が

減
る
の
か
。
指
導
員
の
確
保
が
難
し
い
の

は
な
ぜ
か
、
不
安
定
な
労
働
条
件
が
要
因

で
は
な
い
か
。
民
間
事
業
所
は
利
益
確
保

が
目
的
で
、
離
職
率
も
高
い
。
民
間
委
託

せ
ず
、
指
導
員
の
処
遇
を
改
善
し
、
学
童

希
望
者
全
員
を
受
け
入
れ
、
教
育
と
の
連

携
を
強
め
る
な
ど
質
の
向
上
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

学
童
保
育
希
望
者
の
増
加
に
対
し
て
、

指
導
員
不
足
が
慢
性
化
し
て
お
り
、
他
町

の
経
験
を
聞
き
、
民
間
委
託
を
考
え
た
。

指
導
員
は
、
不
規
則
な
勤
務
、
賃
金
不
安

定
な
ど
で
、
応
募
が
な
い
状
況
。
費
用
削

減
が
目
的
で
な
く
、
安
定
し
た
運
営
で
学

童
保
育
の
充
実
を
目
指
し
て
い
る
。

（
福
祉
部
長
）

　
　

安
定
的
な
運
営
に
民
間
委
託
は
有
効
、

し
か
し
学
童
保
育
の
最
終
的
責
任
は
町
に

あ
る
と
考
え
て
い
る
。　　
　
　
　
（
町
長
）

　
　

昨
年
３
月
定
例
会
の
質
疑
を
踏
ま
え

て
質
問
す
る
。
農
地
造
成
の
申
請
は
認
可

さ
れ
た
の
か
、
中
止
し
て
い
た
造
成
範
囲

が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
被
害

防
除
等
の
指
導
措
置
は
実
施
さ
れ
た
の
か
、

問問

問

答答

答答 答答

学
童
保
育
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

観
光
政
策
に
つ
い
て

佐
味
田
地
区
の
大
規
模
農
地
造
成

に
つ
い
て

　

不
毛
田
川
内
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

既
に
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
、
用
地
補
償
、

家
屋
事
前
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

内
水
対
策
事
業
進
入
路
整
備
工
事
や
貯
留

施
設
整
備
工
事
の
１
期
目
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

当
初
、
自
治
会
で
の
事
業
概
要
説
明
の

中
で
貯
留
施
設
の
利
用
の
話
は
出
て
お
り
、

令
和
６
年
11
月
23
日
の
自
治
会
へ
の
説
明

会
で
も
貯
留
施
設
で
の
利
活
用
の
話
が
出

て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
　

①
財
源
も
関
係
す
る
こ
と
か
ら
利
活

用
に
つ
い
て
自
治
会
と
の
協
議
日
程
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　

②
大
和
川
の
第
一
樋
門
か
ら
第
二
樋

門
の
不
毛
田
川
及
び
水
路
の
雑
草
や
木
々

等
の
除
去
に
つ
い
て
回
答
願
い
ま
す
。

　
　

①
北
側
調
整
池
整
備
後
の
利
活
用
に

対
す
る
自
治
会
と
の
協
議
日
程
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
段
階
的
に
整
備
を
進
め
て
い

る
３
つ
の
調
整
池
の
最
後
に
整
備
す
る
予

定
と
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
現
状
、
未
買

収
の
用
地
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
用
地
買
収

後
に
、
速
や
か
に
自
治
会
と
協
議
を
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

②
不
毛
田
川
第
一
樋
門
か
ら
第
二
樋

門
の
間
の
雑
草
や
木
々
の
撤
去
に
関
し
て

は
、
現
状
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
上

で
、
不
毛
田
川
の
管
理
者
で
あ
る
奈
良
県

に
対
し
、
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

　
　

①
の
回
答
で
、
未
買
収
と
い
う
回
答

が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
様
な
内
容
で
す

か
。

　
　

未
買
収
用
地
に
つ
い
て
は
、
相
続
人

が
1
0
0
人
近
く
い
る
よ
う
な
土
地
で
す
。

相
続
人
を
追
う
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
方
と

の
折
衝
な
ど
に
お
い
て
、
遠
方
の
方
も
お

ら
れ
ま
す
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
て
い

な
い
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

　
　

調
整
池
の
有
効
活
用
に
関
し
て
構
想

は
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　

現
状
、
土
地
活
用
に
関
す
る
具
体
的

な
方
針
と
い
う
も
の
を
お
示
し
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
所
有
者
の
方
々
よ
り

ご
協
力
い
た
だ
い
た
用
地
の
有
効
活
用
に

関
し
ま
し
て
は
、
今
後
の
財
政
状
況
を
見

据
え
た
上
で
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

答 問問

問問 答答答

内
水
対
策
事
業
に
お
け
る
北
側

貯
留
施
設
の
利
用
及
び
雑
草
や

木
々
の
除
去
に
つ
い
て
。

坂本　博道
議員

さか もと        ひろ みち

大西　孝幸
議員

おお にし         たか  ゆき

　令和７年度（２０２５年）が始まり「議会だより」
編集委員会も新たなメンバーでスタートしました。
　議会は「傍聴できるのかなあ？」「どんな事、話し
合っているの？」など皆さんの声を大切により良い、
身近な「議会だより」をめざします。
　そこで、上の簡単なアンケートをお願いしたいと思
います。ご協力お願いします。

編集委員長　馬場 千惠子

今月の表紙
河合町フォトクラブ所属
穴闇在住　浅芝 裕氏

馬見丘陵公園にて

ひまわりの大輪が一面に咲き
誇り、まるで太陽に導かれるよ
うに一斉に空を仰いでいます。

【メール】gikai@town.kawai.nara.jp
【F A X】0745-57-1711

回答
方法

問１　年代をお願いします。
　　　A １８歳未満　　B １８～３９歳　　C ４０～６４歳　　D ６５～７９歳　　E ８０歳以上

問２　町政に関心のある事柄はありますか。（複数回答可能）
　　　A
　　　B
　　　C
　　　D
　　　E
　　　F
　　　G
　　　H
　　　I
　　　J
　　　K
　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

問３　河合町の議会の動きなどはどのようにして知ることが出来ていますか？　どのようにして入手し
ていますか？

問４　今回の「議会だより」について、自由にご意見・ご要望などお書き下さい。
　　　（よかった記事・改善点・知りたい事など…）

河合町議会だよりNO13  質問事項と回答

子育て・教育支援
防災対策と安全管理
公共交通と交通インフラの改善
環境保護と清掃活動
高齢者支援と福祉サービス
住んでいる地域の現状・課題について
町の計画について
公共施設やサービスについて
税金の使われ方について
学校教育・社会教育・子育てについて
５年後のまちの姿について

アンケート 今後の参考にさせていただくため、アンケートにご協力をお願いします。

編 集 後 記
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令和7年第1回（5月）臨時会　議決結果賛否一覧 ○…賛成　●…反対

♯）議長は採決に加わりません。
除）発議第１号は、議長・副議長の一身上に関する事件の為、除斥。
※）副議長が議長として登壇した為、採決に加わりません。

議員発議
第1号

原案可決（賛9・反1）

議決結果議案番号 賛否が分かれた議案名

河合町議会正副議長の辞職勧告決議案

疋
田　

俊
文

岡
田　

康
則

馬
場
千
惠
子

大
西　

孝
幸

杦
本　

光
清

長
谷
川
伸
一

坂
本　

博
道

中
山　

義
英

佐
藤　

利
治

梅
野
美
智
代

常
盤　

繁
範

杦
本　

貴
司

令和7年第2回（6月）定例会　議決結果賛否一覧 ○…賛成　●…反対

♯）議長は採決に加わりません。

議案
第36号

原案可決（賛9・反2）

議決結果議案番号 賛否が分かれた議案名

河合町下水道条例の一部改正について

疋
田　

俊
文

岡
田　

康
則

馬
場
千
惠
子

大
西　

孝
幸

杦
本　

光
清

長
谷
川
伸
一

坂
本　

博
道

中
山　

義
英

佐
藤　

利
治

梅
野
美
智
代

常
盤　

繁
範

杦
本　

貴
司

議案第３４号「令和７年度 河合町一般会計補正
予算について」
〇主な内容
　今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算に
それぞれ 7,455 万円を追加し、歳入歳出予算
総額を81億 3,455万円とするものです。
　主な歳出について、人件費以外では、昨年
６月に発生した本庁舎の漏水に係る復旧工事
費等として、200 万 5,000 円の増額。財源
には弁償金が 100％充当されます。「大城世
代間交流センター」及び「泉台集会所」の備
品整備費用に 280 万円が増額。「物価高騰対
応重点支援地方創生等事業費」では、定額
減税に伴う不足額給付事業費として 6,337 万
9,000 円の増額。財源には、国庫補助金が
100％充当されます。
〇結果　全員賛成で可決

議案第３８号「財産の取得について」
〇主な内容
　「小型動力ポンプ付軽四輪駆動消防車」の
取得について。入札は７社のうち３社が辞退し、
４社から応札がありました。購入後は、佐味
田の屯所に配置されます。
〇結果　全員賛成で可決

議案第３９号「和解について」
〇主な内容
　令和６年６月２７日に発生した庁舎漏水事故
により、備品や消耗品、設備等に被害が生じ
ました。今回の損害に対して、施工業者が河
合町に損害賠償金を支払って和解することに
ついて。
〇結果　全員賛成で可決

総務文教常任委員会結果報告

議案第３５号「令和７年度 河合町下水道事業会
計補正予算について」
〇主な内容
４月の人事異動（職員１名増）に伴い、給与
などの人件費として６２０万円の増額補正です。
〇結果　全員賛成で可決

議案第３６号「河合町下水道条例の一部改正に
ついて」　
〇主な内容
　一般家庭では、１立方㍍あたり３０円の値
上げ。
　汚水処理の費用、下水道施設の維持管理費
用は、下水道使用料で賄う必要があるが、現
行使用料収入では収支に不足が生じており、
毎年一般会計からの繰入金で補てんしていま
す。一般会計からの繰入額を縮減するためで、
その額は年間4,920万円を見込んでいます。
〇結果　賛成多数で可決

議案第３７号「山辺・県北西部広域環境衛生組
合規約の変更について」
〇主な内容
　組合事務所の移転に伴い規約（住所）の変
更を行うものです。
〇結果　全員賛成で可決

議案第４０号「第３期河合町子ども・子育て支
援事業計画を定めることについて」
〇主な内容
　令和７年度から令和１１年度までの５年間の
支援事業計画を定めるものです。
　第３期計画での主な取り組み、子ども家庭
センターの役割、こども誰でも通園制度、ファ
ミリー・サポート・センター事業の導入、学
童保育の民間委託などについて慎重審議行い
ました。
〇結果　全員賛成で可決

厚生建設常任委員会結果報告
全会一致で原案可決・承認・同意・了承・適任とした議案

令和７年第２回（６月）定例会
・議案第34号　令和７年度河合町一般会計補正予算について
・議案第35号　令和７年度河合町下水道事業会計補正予算について
・議案第37号　山辺・県北西部広域環境衛生組合規約の変更について
・議案第38号　財産の取得について
・議案第39号　和解について
・議案第40号　第３期河合町子ども・子育て支援事業計画を定めることについて（別冊）
・議案第41号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
・同意第  8号　消防委員会委員の選任について
・同意第  9号　消防委員会委員の選任について
・報告第  1号　令和６年度河合町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について
・報告第  2号　権利放棄の報告について

全会一致で原案可決・承認・同意・了承・適任とした議案

令和７年第１回（５月）臨時会
・議案第33号  公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正について
・承認第２号　専決処分の承認を求めることについて（令和６年度河合町一般会計補正予算）
・承認第３号　専決処分の承認を求めることについて（河合町下水道事業の設置等に関する条例の一部改正）
・承認第４号　専決処分の承認を求めることについて（河合町国民健康保険税条例の一部改正）
・承認第５号　専決処分の承認を求めることについて（河合町税条例の一部改正）
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令和7年第1回（5月）臨時会　議決結果賛否一覧 ○…賛成　●…反対

♯）議長は採決に加わりません。
除）発議第１号は、議長・副議長の一身上に関する事件の為、除斥。
※）副議長が議長として登壇した為、採決に加わりません。

議員発議
第1号

原案可決（賛9・反1）

議決結果議案番号 賛否が分かれた議案名

河合町議会正副議長の辞職勧告決議案
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令和7年第2回（6月）定例会　議決結果賛否一覧 ○…賛成　●…反対

♯）議長は採決に加わりません。

議案
第36号

原案可決（賛9・反2）

議決結果議案番号 賛否が分かれた議案名

河合町下水道条例の一部改正について

疋
田　

俊
文

岡
田　
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則

馬
場
千
惠
子

大
西　

孝
幸

杦
本　

光
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議案第３４号「令和７年度 河合町一般会計補正
予算について」
〇主な内容
　今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算に
それぞれ 7,455 万円を追加し、歳入歳出予算
総額を81億 3,455万円とするものです。
　主な歳出について、人件費以外では、昨年
６月に発生した本庁舎の漏水に係る復旧工事
費等として、200 万 5,000 円の増額。財源
には弁償金が 100％充当されます。「大城世
代間交流センター」及び「泉台集会所」の備
品整備費用に 280 万円が増額。「物価高騰対
応重点支援地方創生等事業費」では、定額
減税に伴う不足額給付事業費として 6,337 万
9,000 円の増額。財源には、国庫補助金が
100％充当されます。
〇結果　全員賛成で可決

議案第３８号「財産の取得について」
〇主な内容
　「小型動力ポンプ付軽四輪駆動消防車」の
取得について。入札は７社のうち３社が辞退し、
４社から応札がありました。購入後は、佐味
田の屯所に配置されます。
〇結果　全員賛成で可決

議案第３９号「和解について」
〇主な内容
　令和６年６月２７日に発生した庁舎漏水事故
により、備品や消耗品、設備等に被害が生じ
ました。今回の損害に対して、施工業者が河
合町に損害賠償金を支払って和解することに
ついて。
〇結果　全員賛成で可決

総務文教常任委員会結果報告

議案第３５号　令和 ７年度河合町下水道事業会
計補正予算について
〇主な内容
４月の人事異動（職員１名増）に伴い、給与
などの人件費として６２０万円の増額補正です。
〇結果　全員賛成で可決

議案第３６号　河合町下水道条例の一部改正に
ついて　
〇主な内容
　一般家庭では、１立方㍍あたり３０円の値
上げ。
　汚水処理の費用、下水道施設の維持管理費
用は、下水道使用料で賄う必要があるが、現
行使用料収入では収支に不足が生じており、
毎年一般会計からの繰入金で補てんしていま
す。一般会計からの繰入額を縮減するためで、
その額は年間4,920万円を見込んでいます。
〇結果　賛成多数で可決

議案第３７号　山辺・県北西部広域環境衛生組
合規約の変更について
〇主な内容
　組合事務所の移転に伴い規約（住所）の変
更を行うものです。
〇結果　全員賛成で可決

議案第４０号　第３期河合町子ども・子育て支
援事業計画を定めることについて
〇主な内容
　令和７年度から令和１１年度までの５年間の
支援事業計画を定めるものです。
　第３期計画での主な取り組み、子ども家庭
センターの役割、こども誰でも通園制度、ファ
ミリー・サポート・センター事業の導入、学
童保育の民間委託などについて慎重審議行い
ました。
〇結果　全員賛成で可決

厚生建設常任委員会結果報告
全会一致で原案可決・承認・同意・了承・適任とした議案

令和７年第２回（６月）定例会
・議案第34号　令和７年度河合町一般会計補正予算について
・議案第35号　令和７年度河合町下水道事業会計補正予算について
・議案第37号　山辺・県北西部広域環境衛生組合規約の変更について
・議案第38号　財産の取得について
・議案第39号　和解について
・議案第40号　第３期河合町子ども・子育て支援事業計画を定めることについて（別冊）
・議案第41号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
・同意第  8号　消防委員会委員の選任について
・同意第  9号　消防委員会委員の選任について
・報告第  1号　令和６年度河合町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について
・報告第  2号　権利放棄の報告について

全会一致で原案可決・承認・同意・了承・適任とした議案

令和７年第１回（５月）臨時会
・議案第33号  公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正について
・承認第２号　専決処分の承認を求めることについて（令和６年度河合町一般会計補正予算）
・承認第３号　専決処分の承認を求めることについて（河合町下水道事業の設置等に関する条例の一部改正）
・承認第４号　専決処分の承認を求めることについて（河合町国民健康保険税条例の一部改正）
・承認第５号　専決処分の承認を求めることについて（河合町税条例の一部改正）
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河合町議会公式ホームページURL ： https://www.town.kawai.nara.jp/10/

西大和配水池施設を視察

問い合わせ 河合町議会事務局 電　話：0745-57-0200（内線 311）　FAX：0745-57-1711　
メール：gikai@town.kawai.nara.jp

詳しい日程は、決定しだいホームページに掲載いたします。
次の議会は9月定例会を予定しています。 河合町議会公式

ホームページから
ご覧いただけます

　中山田池公園内に新たに憩いの場として、ベンチ、健
康遊具などが設置されており、子どもから大人まで幅広
く遊べる場所になっています。
　地下には貯水量1,740トンのタンクが埋設され、震災
などの断水時には応急給水場として利用できる施設であ
ることを確認しました。

やまとECOクリーンセンター・リサイクルセンター視察

　河合町含む１０市町村で設立された、山辺・県北西部広域環境衛生組合が運営するやまとECOクリーンセン
ターと、河合町参入未定のやまとECOリサイクルセンターの視察を行いました。
　クリーンセンターは、ごみの焼却により発生する熱を利用し発電気を施設内利用、余電気を売電するエネルギー
回収型廃棄物処理施設。河合町は令和７年１０月より搬入焼却します。（一部５月中旬より緊急搬入焼却中）
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